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日
本
で
は
、
着
物
姿
で
茶
の
湯
、
生
花
と
い
っ
た
伝
統
芸
術
の
稽
古
に
励
む
女
性
は
よ
く
、「
お
淑
や
か
」「
凛
々

し
い
」「
所
作
が
美
し
い
」
等
と
形
容
さ
れ
る
。
日
本
画
に
登
場
し
そ
う
な
「
着
物
美
人
」、
伝
統
芸
術
そ
れ
自
体
の

高
級
感
、「
稽
古
に
よ
っ
て
精
進
を
重
ね
る
」
と
い
う
鍛
錬
主
義
の
イ
メ
ー
ジ
が
綯
い
交
ぜ
と
な
り
、
伝
統
芸
術
に

携
わ
る
女
性
に
あ
て
が
う
畏
敬
の
言
葉
も
社
交
辞
令
の
よ
う
に
パ
タ
ー
ン
化
し
て
く
る
。
そ
し
て
、
日
本
に
お
け
る

こ
の
よ
う
な
女
性
美
・
伝
統
性
・
鍛
錬
主
義
の
結
び
つ
き
の
起
源
を
問
わ
れ
れ
ば
、「
平
安
貴
族
の
女
性
は
和
歌
や

箏
で
気
持
ち
を
表
現
し
た
」「
武
家
の
娘
は
薙
刀
の
達
人
だ
っ
た
」「
遊
女
は
三
味
線
で
客
を
も
て
な
し
た
」
と
い
っ

た
よ
う
に
、
漠
然
と
中
世
、
近
世
の
女
性
の
た
し
な
み
像
と
紐
づ
け
て
説
明
し
た
く
な
る
。

日
露
戦
争
を
終
え
た
日
本
は
、
西
洋
文
化
の
流
入
も
進
み
、「
趣
味
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
女
性
の
た
し
な
み
の
再

編
に
迫
ら
れ
始
め
た
。
女
子
教
育
家
の
下
田
歌
子
も
、
過
去
の
時
代
の
女
性
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
近
代
初

期
の
趣
味
運
動
を
牽
引
し
た
と
さ
れ
る
文
芸
雑
誌
『
趣
味
』
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
を
書
い
て
い
る
。

は
し
が
き
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私
は
こ
れ
ま
で
の
歴
史
で
二
つ
の
教
訓
を
得
ま
し
た
、
即
ち
王
朝
時
代
は
趣
味
の
為
に
（
浮
華
文
弱
に
よ
っ
て
）
腐

敗
し
、
中
世
以
下
は
（
武
士
道
教
育
等
に
よ
る
）
無
趣
味
の
為
に
殺
風
景
に
陥
つ
た
事
で
、
何
れ
も
極
端
に
走
り
過

ぎ
た
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
維
新
の
事
業
も
最
早
立
派
に
出
来
上
が
り
、
国
家
の
位
置
も
確
固
に
な
つ
た
今
日
以

後
の
日
本
婦
人
は
、
よ
く
こ
の
両
極
端
を
折
衷
し
て
、
充
分
高
尚
な
る
趣
味
を
養
成
し
て
、
日
本
の
社
会
を
し
て
、

美
は
し
き
趣
味
を
以
つ
て
溢
る
る
よ
う
に
し
、「
婦
人
は
社
会
の
花
」
と
云
ふ
諺
に
背
か
ぬ
様
に
す
る
と
同
時
に
、

又
何
処
ま
で
も
国
民
の
元
気
を
失
は
ぬ
様
に
し
て
頂
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。（
下
田
歌
子
「
女
性
と
趣
味
」『
趣

味
』
二
巻
一
一
号
、
一
九
〇
七
年
一
一
月
、
括
弧
は
引
用
者
に
よ
る
）

下
田
の
主
張
は
、
中
世
と
近
世
の
女
性
の
た
し
な
み
を
「
折
衷
」
し
て
、「
現
代
」
に
相
応
し
い
女
性
の
趣
味
と

し
、
女
性
は
そ
の
趣
味
の
発
揮
に
よ
っ
て
「
社
会
の
花
」
た
ら
ん
と
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
趣
味
』
に
お
い
て
女
性
の
趣
味
の
重
要
性
は
、
家
庭
生
活
や
結
婚
の
観
点
か
ら
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
鳩
山
春

子
は
、
姑
は
高
等
女
学
校
出
の
嫁
に
は
過
大
な
要
求
を
せ
ず
、「
趣
味
」
の
時
間
を
与
え
て
交
際
社
会
に
出
す
べ
き

だ
と
主
張
し
て
い
る
（
鳩
山
春
子
「
嫁
と
姑
」
同
上
誌
三
巻
一
号
、
一
九
〇
八
年
一
月
）。
ま
た
幸
田
露
伴
は
、
円
満
な

家
庭
を
作
る
た
め
に
は
、
趣
味
は
一
致
ま
で
せ
ず
と
も
調
和
し
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
れ
が
相
容
れ
な
い
と
き

に
は
夫
婦
間
の
愛
情
を
保
た
れ
得
な
い
と
述
べ
て
い
る
（
幸
田
露
伴
「
趣
味
と
結
婚
」
同
上
誌
二
巻
九
号
、
一
九
〇
七
年



はしがき

iii

九
月
）。

家
庭
生
活
や
結
婚
に
「
趣
味
」
が
必
要
と
い
う
こ
と
は
、
婚
姻
前
の
女
子
の
た
し
な
み
の
あ
り
方
も
ま
た
一
つ
の

課
題
に
な
っ
て
く
る
。
そ
も
そ
も
文
芸
雑
誌
に
お
い
て
下
田
歌
子
や
鳩
山
春
子
な
ど
女
子
教
育
家
が
、
女
性
の
「
趣

味
」
の
持
ち
方
一
般
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
こ
と
自
体
も
、「
趣
味
」
が
、
単
に
余
暇
・
娯
楽
の
問
題
と
い
う
よ
り

は
、
女
子
教
育
と
無
縁
で
は
な
い
能
力
観
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

本
書
は
、
素
朴
な
印
象
論
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
研
究
分
野
の
関
心
の
す
れ
違
い
（
教
育
史
は
近
代
公
教
育
の

成
立
に
、
芸
能
史
は
前
近
代
の
展
開
に
、
芸
術
史
は
プ
ロ
の
手
に
よ
る
西
洋
文
化
の
受
容
に
、
そ
の
関
心
を
寄
せ
が
ち
で
あ

る
）
が
生
み
出
す
死
角
に
入
っ
て
い
る
「
女
子
の
た
し
な
み
」
の
近
代
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
教
育
史
に
引
き

付
け
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
趣
味
」
を
受
容
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
明
治
後

期
か
ら
大
正
期
を
中
心
に
、
女
子
の
稽
古
文
化
に
ま
つ
わ
る
「
花
嫁
修
業
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
成
立
過
程
に
つ
い

て
、
音
楽
の
た
し
な
み
を
素
材
に
論
じ
て
い
く
。

実
は
、
先
の
三
者
の
「
趣
味
」
論
は
、
大
正
期
末
頃
ま
で
に
は
ど
れ
も
が
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
女
子
を
包
囲
す
る

こ
と
と
な
り
、「
花
嫁
修
業
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
原
型
が
成
立
し
て
い
く
。
本
書
を
通
じ
て
、
日
本
に
お
け
る

「
趣
味
」
の
受
容
の
問
題
が
、
都
市
新
中
間
層
が
百
貨
店
な
ど
で
「
良
い
趣
味
」
を
購
入
し
た
、
と
い
う
モ
ノ
と
ヒ

ト
を
め
ぐ
る
消
費
文
化
論
（
神
野 2015

）
の
課
題
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ヒ
ト
の
能
力
観
に
直
接
関
わ
る
近
代
教

育
史
の
課
題
で
も
あ
る
こ
と
が
改
め
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。


